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筑波研究学園都市の環境地質図新刊紹介

筑波研究学園都市の地質の研究ゲルｰプ*

剥��捨杲���来漱��晴�味畫畢慓捩�捥��

1.はじめに

茨城県南部にある筑波研究学園都市とその周辺地域を

対象にした縮尺2万5千分の1環境地質図及び説明書

が今度特殊地質図の一つとして地質調査所から刊行さ

れた.これまでに当地域平野部の地質を取り上げた

地質図類としては佐藤(1927)による7万5千分の1

地質図r筑波｣茨城県(1982)による5万分の1表層

地質図r土浦｣農林水産省関東農政局計画部(1986)

による5万分の1地盤沈下調査茨域南部地区付図たどが

ある.

本環境地質図はその縮尺が2万5千分の1と一段と

大きくたりポｰリングなどによる地下地質資料も大量

に用いたために地質･地盤情報は上述の地質図類に比べ

て飛躍的に増加したものにたっている.環境地質図は

地質学上の新知見を数多く含むだけにとどまらず新都
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5万分の1図幅｢真壁｣

市とその周辺地域の開発のためや地盤沈下などの地盤

災害防止のための基礎的資料を極めて多く提供するもの

である.以下では本研究の経緯･本図の概要及び当

地域の地質たいし地盤の特徴を簡単に紹介してみたい.
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2.当ゲルｰプによる研究の経緯

筑波研究学園都市は関東平野の中央部に近い標高20

-30mの筑波台地上の約2,700haに及ぶ畑地や林地に

首都圏の国立試験研究43機関と国立2大学のそれぞれ移

転を図ることを主た目的として1970年代末までに建設さ

れた.つくば市が1987年11月30目に誕生し新都市の

拡大たらびに発展は極めて著しい.都市の建設に際し

ては地盤調査用のボｰリングが高密度に実施されか

つ構築物などの地下掘削断面が各所に出現した.当所

においても宇野沢ほか(1976)は数カ所の掘削断面

及び露頭の観察を実施した.

地質調査所では所内特別研究の一つとして筑波

研究学園都市の地質の研究を本所の筑波への移転
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第1図環境地質図の表現範囲の推移

:研究開始時の範囲2:最終表現範囲

:層序ボｰリング地点

2年後に当たる1981年から開始した.そして地

下地質資料の収集と解析及び露頭観察をそれぞれ実

施し環境地質図の作成を進めることになった.

研究開始時における調査研究の対象地域は筑波

研究学園都市を中心とした約120km2の比較的狭い

範囲に過ぎなかったが最終的には440km2以上の

範囲へと拡大した(第1図).その理由として

1985年の国際科学技術博覧会開催や民間企業の工業

･研究団地群が造成されるのに伴い地盤調査用ポ

ｰリング資料が純農村地帯であった都市周辺部にお

いても増加したこと東隣の土浦市中心地区におけ

る地盤調査用ボｰリング資料を大量に入手できたこ

とが挙げられる.研究終了時までに収集したポｰ

リング資料は5,111本分に達した.

本研究ではこれらのボｰリング地質柱状図を解

析するための基準となる全深度試料採取による層序

ボｰリングを掘削する計画を立てた.まず地質

学的に重要と考えられる地域を選定し1981年に深

度70㎜を1本1982年に深度60mを2水さらに

*磯部一洋･宇野沢昭･遠藤秀典･石井武政･田口雄作･永井茂(以上環境地質部).

相原輝雄･岡重文(以上元所員)
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1983年には深度50mを2本計5本のボｰリングを5地

点において実施した.既に磯部ほか(1982)はつく

ぱ市松代(第1図参照)における最初の層序ボｰリング

GS-TS-1号掘削までの経緯と掘削結果の一部につ

いて本誌330号で報告した.5本のボｰリングコアに

含まれる大型貝化石･徴化石･テフラなどの同定たらび

に分析を行い本地域の層序の確立を図った.

さらに台地末端部付近にある土取場だと100カ所以

上の露頭において地質調査を台地を開析する小河川の

低地において簡易ボｰリングによる地下地質の調査をそ

れぞれ実施した.これらの調査研究の成果を取りまと

めたものが本環境地質図である.

3.環境地質図の概要

写真1地質平面図(筑波研究学園都市中心部)
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第1表

環境地質図の概要

項目

地質平面図

地質断面図

水平縮尺

垂直縮尺

図版

図の枚数

地層の表現数

地質･層相単元

表現上の特色

�

㈩

㌩

�

�

�

2万5千分の1

������洩

�

�

�

経緯度2分母のグリッドと収録ボｰリング

1･060本の位置･番号･深度(4階級)を表現･

露頭位置とその番号･層序ボｰリング及びユ4C

年代測定用試料採取地点の表示

沖積層の泥･桜川段丘堆積物及び相当層･上岩

橋層･上泉層の4層について基底等高線の記

入

桜川段丘堆積物の相当層である崖錐堆積物は1

地質単元

台地表層部の常総層について砂･砂礫層の割合

に従い3層相単元に細分

失第四紀の基盤岩類は1地質単元.

�

㈩

㌩

�

�

2万5千分の1

千分の1

������洩

2(11断面)

�

�

ボｰリング地質柱状図のうち作図上参照した

柱状図の位置及び深度を縦の実線で表示

ボｰリングだとの資料の使用できる断面におい

ては腐植土･礫及び砂礫･砂及び泥混じり砂

･シルト及び粘土の4層椥こ区分

表現深度の最大80m､最小30m

顕著な埋土地及び盛土地の表現(地質平面図で

は土浦･小田城の堀跡の表現だと)

新期関東ロｰム層を2地質単元に細分

今度刊行された環境地質図は写真1に示す地質平面

図とそれに地質断面図及び139ぺ一ジの説明書からな

る.そのうち地質平面図･断面図の概要は窮1表に

示すとおりである.

本環境地質図は地質図としての通常の表現に加えて

一般の利用者が地下地質･地盤情報などをより理解し易

第2表

筑波研究学園都市及び周辺地域の層序総括表

時代�層�序�

水成層�地形面��

風成�層��

完���

新�沖積層��

世�(ユｰ35m)�沖積颪�

新�桜川段丘堆積物新口立(2一ユ4m)期111及び相当層関ム(O･5-4･5m〈)東層�桜川段丘面群�

期�崖錐緩斜面群��

堆�緩斜面群��

第�積��

更�後�物�ロロ武1ム1蔵層念野

期�常総層F��

(1.5-11.5m)�常総面��

四�新�木下層M�

下�(3-8m)�(下末吉面)�

中���

総�上岩橋層M��

世�期�(1-38m)古�

紀�層�上泉層M�

群�(6-26㎜〈)古��

藪層Ml(20-25血く)F���

���

地堂蔵層M���

�����

先第四組�基盤岩類�花筒岩及び変成岩�

コラムのMは海成Fは陸成を示す1

くしかも使い易くするためにそれらの情報の表現に

工夫を凝らした地質図とたっている.

また本環境地質図の地質平面図の基図には2万5千

分の1の大縮尺地形図が用いられており地形･地物の

判読精度が著しく向上している.地質断面図の水平縮

尺は同じ｡く2万5千分の1であるが垂直縮尺は水平縮

尺の25倍に当たる千分の1とたっている.したがって

垂直縮尺の1mmが実際の長さ1mに相当する.さら

に断面図の地形断面は5千分の1国土基本図を基図とし

て作成されているので2万5千分の1地形図では読み

取れない地表面上の詳細な起伏が示されている.

本図ではこのような図の精度と相まって地層区分及

びそれぞれの地層の持つ層相を可能た限り表示した11本

の地質断面図カミ格子状に配置されさらにこれらの断面

図問を増補して1,060地点に及ぶ地質柱状図(説明書後半

に収録)とその地点カミ明示されている.これらの地質柱

状図にはボｰリング実施時の孔口標高N値及び地層

境界線だとが併記されている.この他第2表に示し

た上泉層上岩橋層桜川段丘堆積物とその相当層及び

沖積層の各基底面が等高線で表示されているなど多く

の地質及び地盤情報が盛り込まれている.

以上のことから利用老の求める地点における各種の

情報例えば構築物などの支持地盤や帯水層にたり得る

砂礫層への到達深度地層の厚さ地盤特性の劣る泥質

層の厚さなどを調べることも可能にたる.この場合

断面図の垂直縮尺は千分の1標高は全て海抜高度で表

示されているので著しい地形改変カミたされた場合にも

現状での標高がわかれば必要とする地層への到達深度や

地質ニュｰス406号�
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厚さを1m前後の精度で求めることができる.

一方地質平面図及び断面図に示されるこれらの地質

信幸皮は単に地盤関係のみでたく本地域における地層

の形成過程やその後の構造運動に関して地質学的に興味

ある問題が提示されている.

4.本地域における地質･地盤の特徴

筑波研究学園都市のある筑波台地及び桜川低地を挟ん

で北東側に広がる新治台地は主として上部更新統から

なり一般的には地層の圧密が進み地盤条件としては

比較的安定していると考えられる.しかし筑波台地

下ではボｰリングの掘上深度が50mを超えるものが少だ

くだく支持力が小さい地層が地域的に厚く分布するこ

とを示す.また台地の表層付近にも固結度の低い常

総層の泥質層が分布する地域があり現在でも不等沈下

が生じるたど地質条件が必ずしも良好ではたい.一

方急速た都市化が表流水及び地下水の賦存状態及び水

質に影響を及ぼすことが推定できる.本環境地質図に

おいては以下のように当地域の地下地質にみられる特

徴を表現している.

1)木下層以下の各累層は基本的には関東造盆地運

動に支配され西方へ緩く傾くカミｰ方ではつくば市谷

田部から土浦市中心街へかけた帯状地帯を軸として北及

び南方へ高度を増す緩い向斜状構造をなす.

2)台地や低地下の標高一30m付近からOm付近にか

げたやや深い部分と台地の表層近くの浅い部分には地

質条件が地域によって大きく異なるという特徴が認めら

れる.このうち前者の標高Om以深に見られる地質

条件の差異は主に上岩橋層の形成に伴ってできた深さ

10-15m幅1-2止m前後の河谷の伏在にさらにこ

れらの河谷を埋積した堆積物の層相が地域的に異たるこ

とにそれぞれよるものである.この埋積堆積物が主に

泥質層からなる場合には本属の固結度が低く構築物

の支持力が小さい.上述した主谷の流下方向は1)に

おいて述べた筑波台地下の向斜状構造を呈する地帯に一

致し土浦市中心街付近を経て霞ケ浦へ達する.主要

た二つの支谷もともに北方から南下してつくぱ市谷田

部及びその東方で主谷へそれぞれ合流する.

3)常総層は氾濫原の堆積物でありその形成当時の

古地理を反映し層相が多様に変化する.地質平面図

では本層中の砂層及び砂礫層の占める割合によって

50形以上は砂相50-20形を砂泥相20老以下を泥相と

しそれぞれの層相分布が表現されている.これらの

うち砂相部分は当時の河床に泥相部分はその周辺の沼

沢地たいし後背湿地にまた砂泥相部分は前二者の漸移

部分に堆積したものである.たお鳥皿状を呈する砂

相の分布域は泥相のそれより地表面の高度カミ高い便向が

一般的に認められる.これらの層相の違いは台地の

表層付近の地盤条件の差異を生み河川の発達とも密接

に関係している.

4)桜川低地には沖積面と洪積段丘面が発達L東谷

田川を始めとする小河川低地においては更新世後期に形

成された緩斜面が分布する.一方図示範囲内の小貝

川低地には洪積段丘面ないし緩斜面は認められず軟

らかい沖積層が厚く発達する.

5)台地を刻む小河川の河谷の発達には常総層一上

岩橋層の層相の違いが関係し表流水の流出特性も地質

条件に観制されて異なっている.

5.おわりに

今度地質調査所から特殊地質図(23-2)として刊行

された“筑波研究学園都市及び周辺地域の環境地質図"

について完成に至るまでの経緯･同図の概要及び地質

･地盤の特徴を極簡単に紹介してきた.本環境地質

図カミ地質や土木分野の利用者のみでたく多方面の利用

者に大いに活用されることを希望する次第である.

地質図の購入は他の地質調査所刊行の地質図類同様

に東京地学協会･各地の主要書店においてまた日本

産業技術振興協会を通じて地質調査所地質標本館におい

ても可能である.販売価格は5,200円である.
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